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文化財建造物の防火設備について
本日、お話しすること
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■文化財の防火対策に関する国の動き

■一般的な防火対象物と文化財建造物

■防火設備の考え方

■防火設備（機器）の紹介

■防火設備の維持管理

■伝統的建造物群保存地区

■防災メーカとして取り組んでいること
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文化財の防火対策に関する“国”の動き
（ノートルダム大聖堂、首里城跡での大規模火災を受けて）

国宝・重要文化財の防火設備等の

緊急状況調査 【文化庁】

国宝・重要文化財（建造物）の

防火対策ガイドラインを公表

【文化庁】

2019年4月15日

2019年10月31日
正殿を含む7棟焼失

世界遺産である史跡等に所在する

建造物の防火施設等の

緊急状況調査【文化庁】

世界遺産・国宝等における

防火対策５か年計画を決定

【文部科学大臣】

国宝・重要文化財（建造物）の

防火対策ガイドラインを改訂

【文化庁】

2019年4月（通知） 8月（公表）
◆国内の文化財の現状を緊急調査
◆自火報設備や消火設備の老朽化や

不具合等が確認された

2019年9月
◆調査結果をもとに、現状の課題改善を

図るためのもの
◆文化庁、消防庁、国交省が連携して作成

2019年11月（調査開始）12月（公表）
◆首里城跡火災を受けて復元した建造物

の現状を緊急調査

2019年12月
◆ガイドライン改訂版をもとに、文化財の

防火対策を強力に推進するための計画

2019年12月
◆首里城跡火災の課題を反映した改訂版

ノートルダム大聖堂
大規模火災

首里城跡
大規模火災
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世界遺産・国宝等における防火対策５か年計画について（概要）
（2019年12月23日文部科学大臣決定）

（１）重点整備対象
①世界遺産および国宝（建造物）：２４６件
②国宝・重要文化財（美術工芸品）を保管する博物館等（老朽化・不具合が確認されたもの）

※国宝・重要文化財（美術工芸品）を保管する美術館・博物館等の推定件数：約１５０件

（３）計画期間
2020～2024年度までの５か年

（２）重点整備内容
①既存・不具合がある防火設備等の整備
②早期覚知のための警報設備等の充実
③初期消火対策の徹底（スプリンクラー設備等の自動消火設備等）
④周囲からの延焼防止対策の充実（放水銃、ドレンチャ設備等）
⑤管理体制に応じた防火設備の整備等（易操作性の消火栓設備等）

世界遺産

19件（文化遺産）

国宝

227件（290棟）

重要文化財

2,509件（5,122棟）

都道府県・市町村指定 有形文化財

12,169件

国登録有形文化財

12,571件

文化財（建造物）
の件数

2020年5月時点
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事業化の流れ
（補助金申請の流れと事業費の負担割合）

所有者が防火設備の更新・整備を行う場合（一例）

承認

・文化庁の補助率は、事業主や市町村の財政状況などにより変動する
（原則は５０％、最大８５％まで実績あり）

・補助金交付が決定した物件については、年５回（２月、４月、６月、９月、１１月）
文化庁ホームページにて公表される

承認 承認

所有者
市町村の

教育委員会
文化財課等

都道府県の
教育委員会
文化財課等

国
文化庁

事業費の負担割合（イメージ）

５～１０％ １０～２０％ １０～３０％ ５０～８５％



■一般的な防火対象物の防火設備

対象：病院、デパート、学校、オフィスビルなど

目的：人命を守る

 火災を早く見つけ、早く知らせ、早く避難すること

 避難困難者が多い病院や老人ホーム、避難経路に不案内
な不特定多数の人々がいるデパートや劇場などは、特定
防火対象物として防火設備を重厚にしている

■文化財（建造物、美術工芸品、伝建地区）の防火設備

目的：人命を守る ＋ 文化財を守る

 文化財を火災から守る工夫が求められている

一般的な防火対象物と文化財の防火設備
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発災想定、管理体制、建造物の特徴、火災リスクの理解など
各々の状況に応じた 丁寧な取り組みが とても大切です
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建造物の特徴は？
リスクは何が

あるのだろうか？

火気管理や
防火設備の整備訓練
は十分だろうか？

近隣の消防団や
消防署との連携は
十分だろうか？

もしもの時の
管理体制は

万全だろうか？

防火設備の考え方

何から出火する？
火災から何を守る？
建造物？収納物？

防火設備は
建造物の特徴や

管理体制に
見合ったものに

なっているだろうか？



防火設備（機器）の紹介
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火災受信機

自動火災報知設備 システム全般の働き
一般的なオフィスビルのケースで説明します

火災発生⇒火災感知⇒在館者への通報と避難⇒火災拡大抑制

防火設備（機器）の紹介
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火災通報装置 最寄りの消防署へ通報するための設備

火災通報装置

火災感知器

ベル

発信機

火災受信機

防火設備（機器）の紹介

操作方式（選択）

・管理者がボタンを押す手動式
・火災受信機と連動して自動通報する連動式
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電話回線



火災を早く見つけるための設備
センサーが火災を感知して（管理所等へ）自動通報します
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火災による周囲温度の上昇をとらえ火災を感知するもの

火災の初期に発生する煙をとらえ火災を感知するもの

物が燃焼するときに発する炎の放射エネルギーをとらえ火災を感知するもの

熱センサー

煙センサー

炎センサー

空気管式

吸引式

防火設備（機器）の紹介



事例紹介 火災センサー
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空気管式

防火設備（機器）の紹介



事例紹介 火災センサー
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煙 式

防火設備（機器）の紹介



火災を早く消火するための設備
人（管理者等）が駆けつけて消火活動を行います
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消火栓 消火器

防火設備（機器）の紹介

１人でも操作できる
「易操作性消火栓」

２～３人で
操作する従来の消火栓



自動消火設備
スプリンクラー設備

標準的な湿式SP設備のほか、水損防止を意図した予作動式SPや
水道を活用した水道連結型SPなどがあります

防火設備（機器）の紹介
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標準的なSP
火災の熱で開放した
スプリンクラーヘッド
から散水する

水損防止を意図したSP
火災感知器の作動と
スプリンクラーヘッド開放
の条件で散水する

水道を活用したSP
水道から給水を受けて
火災の熱で開放したスプリン
クラーヘッドから散水する

水道連結型ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ



防火設備（機器）の紹介
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自動消火設備
ガス系設備（ハロン、窒素N2、二酸化炭素CO2などを用いる）

閉鎖空間に燃焼継続を妨げるガスを充満することで
火災を消火（抑制）します

窒素ガス消火設備 パッケージタイプの例



放水銃設備

ドレンチャー設備

火災の延焼を抑制するための設備 （散水設備）
山火事や隣接建物火災からの飛び火で延焼するのを防ぎます

防火設備（機器）の紹介
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放水銃 ドレンチャー 散水状況（動画）
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雷から建物や設備を守るための設備

NOHMI BOSAI LTD. 18

避雷針 SPM(SPD）

防火設備（機器）の紹介

設備へ過電流の流入を
防止するための装置

建物への落雷被害を
軽減するための装置



■防火設備の点検を確実に行い、機能と設置環境を適切に
維持管理することがとても重要です

■防火設備（機器）は、時間とともに劣化・摩耗します

点検とともに、定期的な部品交換と設備（機器）更新の
計画と実施も重要です

＜参考資料＞

・自動火災報知設備の定期交換部品と機器の更新について

・消火設備機器の交換推奨期間について

・消防用設備等点検報告率について

防火設備の維持管理
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「人命と文化財を火災から守る」ためには、



＜参考資料＞
・自動火災報知設備の定期交換部品と機器の更新について

NOHMI BOSAI LTD. 20出典：日本火災報知機工業会



＜参考資料＞
・消火設備機器の交換推奨期間について

NOHMI BOSAI LTD. 21出典：日本消火装置工業会



＜参考資料＞
・消防用設備等点検報告率について（消防庁統計）

NOHMI BOSAI LTD. 22出典：日本火災報知機工業会

青：
全体平均
50.8%
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伝統的建造物群保存地区

■伝統的建造物群保存地区の特徴

・保存対象建造物、一般住居、共同住宅、商店などが混在

・火災から守る地域が広い、地域住民と常備消防との連携協力が大切

■消防行政の動向

・古民家を「宿泊施設」「飲食店」「物販店」で活用するには

⇒消防用設備の設置義務がある（消防庁パンフ参照）

・地震火災を防ぐ対策の啓発活動

⇒感震ブレーカ、住宅用火災警報器など（消防庁パンフ参照）

・住宅火災の死者を減らす施策

⇒住宅用火災警報器の設置義務がある（2004（H16）年から）

■伝統的建造物群保存地区は、一般住居が混在する集合体であることから

個々の住宅防火対策を進めることが、「住民の命を守ること」

「地区の火災拡大を抑制すること」 につながる解の一つと考えます

ここでは、住宅用火災警報器と住宅用消火装置について紹介します
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古民家の活用 消防法設備が必要です（消防庁より）

出典：日本火災報知機工業会
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住宅火災の対策 地震火災を防ぎましょう（消防庁より）

出典：消防庁パンフ
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住宅火災の現状 （消防庁統計）

出典：日本火災報知機工業会
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住宅火災の現状 （消防庁統計）

出典：日本火災報知機工業会
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住宅火災の現状 （消防庁統計）

出典：日本消火装置工業会
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住宅火災の対策 （消防庁統計）

出典：日本火災報知機工業会

設置状況 2021年6月時点

全国設置率：83.1％
全国条例適合率：68.0％
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住宅火災の現状と対策

■消防庁の統計で分かること

・建物火災の死者の90%は住宅火災

・住宅火災の死者の50％は逃げ遅れによる

・就寝時間帯と高齢者の死者が多い

■住宅火災の対策として（死者を減らす施策）

消防庁、各消防本部、関係団体が協力して

・住宅用火災警報器の設置

・住宅用消火装置、防炎製品などの推奨

など活動しています

■動画で紹介

・住宅用火災警報器

・住宅用スプリンクラー（水道連結型）
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住宅火災の対策 住宅用火災警報器

出典：日本火災報知機工業会
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住宅火災の対策 住宅用火災警報器

出典：日本火災報知機工業会
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住宅用火災警報器 定期交換と日常点検

出典：日本火災報知機工業会
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住宅火災の対策 住宅用消火装置

出典：日本消火装置工業会
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住宅火災の対策 住宅用消火装置

出典：日本消火装置工業会
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住宅火災の対策 住宅用消火装置

出典：日本消火装置工業会



文化財建造物での火災を想定した実験で
各種火災センサーの働きを検証（確認）しています
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Point：文化財建造物を意識した

実験条件（特に模擬火災）を考えました

文化財の火災は
どのように

大きくなるのか？

防災メーカとして取り組んでいること



代表例として２ケースを紹介します

発火 発煙・燃焼

■放火により起きる火災を模擬

（急激な火災成長を意識した火災モデル）

発熱 発煙 発火・燃焼

文化財向け火災感知実験の紹介

■電気器具や配線の異常により起きる火災を模擬

（緩やかな火災成長を意識した火災モデル）
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緩やかな火災成長を意識した火災モデル
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急激な火災成長を意識した火災モデル
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火災成長の形態と各種センサーの作動時間との関係

文化財向け火災感知実験の紹介
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緩やかな火災成長
煙が出てから

炎を上げるまでの
時間が遅い
火災モデル

緩やかな火災成長
煙が出てから

炎を上げるまでの
時間が遅い
火災モデル

急激な火災成長
炎を上げるまでの

時間が早い
火災モデル

急激な火災成長
炎を上げるまでの

時間が早い
火災モデル



ご清聴ありがとうございました

NOHMI BOSAI LTD. 42


